
人命は何よりも 
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ある日、先生が教えてくれました。 
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ある日、僕は木登りをして遊んでいま

した。するとお母さんが言いました。 
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・・・なんだか急に怖くなりました。 
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それにしても、死の危険って、どんな

ときにあるのでしょう？ たとえば、

友達と喧嘩をして殴られたら？ 

 

 

自転車に乗って電柱にぶつかったら？  
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見知らぬ人とおしゃべりして、実は相

手が殺人鬼だったら？ 

 

 

 

外を歩いて、植木鉢が落ちてきたら？ 
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人の命は何よりも大切だから・・・ 
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あとがき  

 

もし、あなたがこの絵本に共感されたな

ら、他の方にも読ませてあげていただけれ

ばと思います。 

本絵本は、自由にコピーして下さって

結構です（商業出版はじめ金銭的な授受

を伴う場合を除きます）。 また下記ＷＥ

Ｂからは、東郷潤の他の絵本やメッセー

ジをダウンロードすることが出来ます。 
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